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第 1部 :｢物性論研究｣及び ｢物性研究｣
編集者の回想記
昭和 18年からのこと
阪大基礎工学部 永 宮 健 夫
｢物性研究｣の前身である ｢物性論研究｣が最初に出されたのは昭和 18年である｡-
1930年代の半ば (1935年は昭和 10年 )から,わが国でも統計力学;固体物理学
の研究がさかんになりはじめ,戦争がはじまった昭和16年は,この機運の高まった1
つの時期であった｡物性論懇談会 というものが,はっきりした組織を持たず,有志の者







































































格好に ･F;I;つ,はじめのうちは原紙の校正が最 も手数,J')かかる仕事であったo Lかしそれ
も一年位のことで,印刷所の方で, ｢物性論研究｣のガリ切に,当時大阪でトップクラ
スの腕をもつ古橋氏を専任にし,更に,数学,物性の記号,用語にある程度理解のある,
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